
水素社会の実現に寄与する
多摩地域の水素ステーションの取組

ＴＫＫ水素ステーション

2021年２月18日（木）水素エネルギー推進セミナー
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水素エネルギーの役割

環境負荷の低減

水素は、利用段階でCO2を一切排出しない

エネルギー供給の多様化

水素は、様々な資源から製造可能

気候変動対策において、
水素は環境とエネルギーの両面で大きな役割を担う

・東京都は、「ゼロエミッション東京戦略」で再エネ由来CO2フ
リー水素を脱炭素社会実現の柱に位置付け(2019年12月）

・国も、2050年カーボンニュートラルに向け「グリーン成長戦
略」を発表、水素産業を重要分野に位置付け（2020年12月）
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燃料電池自動車・バス、水素ステーション
の普及・整備状況

燃料電池自動車 （2020年3月現在）

国内3,695台※１

都内1,097台※１

燃料電池バス （2020年12月現在）

都内84台

水素ステーション（2020年12月現在）

国内137箇所※２

都内 21箇所
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※１出典 一般財団法人 自動車検査登録情報協会ＨＰ「低公害燃料車の車種別保有台数」

※２出典 一般社団法人次世代自動車振興センターＨＰ「水素ステーション整備状況」



都内の水素ステーション整備状況
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ＴＫＫ水素ステーション 多摩市初の
水素ステーション

開 設：2020年3月26日
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所 在 地：東京都多摩市南野1-2-3
（サイクリングで人気の
南多摩尾根幹線道路沿い）

営業案内：水曜日を除く9：00～17：00
（日曜10：00～14：00）



ＴＫＫ水素ステーションの施設紹介
水素供給方式

オフサイト方式
（外部で製造した水素
を搬入する方式）

水素供給能力

300N㎥/ｈ以上
（１時間に乗用車約6台）

充填時間

乗用車：3分程度
バス：10～15分程度
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ＴＫＫ水素ステーションの特徴

水素ステーションの運営は多くが大企業

バスへの充填も可能

中小企業が運営する水素ステーションの
先駆け

廃プラスチック由来の水素を利用

多摩地域で唯一、燃料電池バスへの充填
が可能な水素ステーション

（多摩市内では2台の燃料電池バスが走行）

廃プラスチックをガス化し、取り出し
た水素を利用
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（参考）水素ステーションの構成
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普及に向けた取組

中小ガソリンスタンド等事業者向け等講習
会（東京都主催）をＴＫＫ水素ステーショ
ンで実施 （2021年1月14日）

新型車展示会の開催

中小ガソリンスタンド等事業者向け講習会

地域の自動車販売店と共同で新型燃料電
池自動車等の展示会を開催

水素ステーション見学や給電デモンスト
レーションも併せて実施（2020年12月10
～13日）

※地域の自動車販売店と特別コラボレー
ション協力店として提携
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水素ステーション整備・運営の課題
 整備・運営コスト

・国、JHyM、東京都の補助金があるが、対象外経費も存在

・事業実施後に補助金が交付されるが、

中小企業にとっては、一時的な経費立て替えが大きな負担

・定期点検費用など様々なコストがかかる。

 燃料電池自動車の普及

・燃料電池自動車の普及台数が伸びず、収益増には課題

 ガソリンスタンドからの転換・併設

・水素ステーション数の拡大には必須だが、収益上の課題に加え、

改修工事に伴い一定期間の休業が必要

水素ステーションの自立的運営に向けては、一層の規制緩和による
整備費・運営費用の低減と、国や自治体による継続的な支援が必要

ＴＫＫ水素ステーション 10



水素社会の実現に向けて
燃料電池自動車の増加・車種の多様化

・現在市販化されている、乗用車・バスに加えて、トラックなど

の大型商用車での水素活用の実装化を期待

国内各地での水素ステーション整備

・都内では多摩地域をはじめ水素ステーションの偏在解消が必要

・燃料電池自動車は長距離走行できることが魅力。国内の至ると

ころに水素ステーションが整備されることを期待

水素需要全体の拡大

・発電分野など、車両以外での水素利用の拡大による水素コスト

の低減にも期待

水素ステーションが水素利用の拡大を牽引し、水素社会の実現に寄与
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